
ト
ー
ヨ
ー
エ
イ
テ
ッ
ク

名
古
屋
工
場
を
増
設

ト
ー
ヨ
ー
エ
イ
テ
ッ
ク
�株
は
、
表
面
処

理
の
名
古
屋
工
場
（
愛
知
県
春
日
井
市
）

を
増
設
し
た
。
敷
地
内
に
新
工
場
を
建
て

増
し
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ
（
物
理
蒸
着
法
）
炉
の
ア

ー
ク
プ
ラ
ズ
マ
式
イ
オ
ン
プ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
装
置
を
追
加
し
、
二
基
に
し
た
ほ
か
、

窒
素
炉
も
設
置
。
事
務
所
棟
も
新
設
し
、

名
古
屋
と
春
日
井
に
あ
っ
た
中
部
日
本
営

業
所
を
集
約
し
た
。

表
面
処
理
事
業
は
広
島
工
場（
南
区
）、

東
京
工
場
（
埼
玉
県
深
谷
市
）
と
合
わ
せ

三
拠
点
。
自
動
車
関
連
の
需
要
が
高
い
名

古
屋
工
場
の
Ｐ
Ｖ
Ｄ
炉
を
四
基
に
し
、
処

理
能
力
の
大
幅
増
を
図
る
。

同
社
は
０
６
年
９
月
、
神
奈
川
県
厚
木

市
に
出
張
所
を
開
設
。０
７
年
２
月
に
は
、

自
動
車
産
業
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、

九
州
出
張
所
（
福
岡
県
朝
倉
郡
筑
前
町
）

を
新
設
し
て
い
る
。

ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー
助
成
金

第
８
回
大
賞
は
岡
村
鉄
工
所

�財
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
基
金（
宇

田
誠
理
事
長
）
は
３
月
２９
日
、
ひ
ろ
し
ま

ハ
イ
ビ
ル
２１
で
「
第
八
回
ひ
ろ
し
ま
ベ
ン

チ
ャ
ー
助
成
金
」
の
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

大
賞
に
は
植
物
性
新
潤
滑
油
を
用
い
た

プ
レ
ス
成
形
加
工
技
術
の
実
用
化
開
発
で
、

�株
岡
村
鉄
工
所
（
安
芸
区
）
を
選
び
、
三

〇
〇
万
円
を
助
成
。
奨
励
賞（
銀
賞
）は
、

�株
イ
ン
タ
ー
ロ
ジ
ッ
ク（
西
区
）、
�株
Ｔ
Ｔ

Ｊ（
安
佐
南
区
）、
�有
ね
っ
か
け
ん
サ
ワ
ノ

（
呉
市
）、
バ
イ
オ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ラ
ボ

�株
（
廿
日
市
市
）。
育
成
賞
（
金
賞
）
は
、

三
矢
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
安
佐
北
区
）、

Ｓ
ｅ
ｔ
ｏ
Ｍ
ａ
ｘ
（
東
広
島
市
）
で
、
各

一
〇
〇
万
円
を
助
成
。
学
生
枠
は
、
立
体

仕
掛
け
絵
本
の
和
田
侑
也
氏
（
広
島
修
道

大
）
が
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
七
人
・

団
体
が
選
ば
れ
た
。

三
工
電
機

苗
代
工
業
団
地
に
工
場
新
設

舶
用
配
電
盤
、
各
種
制
御
盤
の
設
計
と

製
造
の
三
工
電
機
�株
（
呉
市
広
白
石
二
丁

目
九
―
三
八
、
上
川
正
直
社
長
）
は
、
呉

市
苗
代
町
横
畝
の
苗
代
工
業
団
地
内
に
板

金
と
塗
装
工
場
を
新
設
す
る
。

総
工
費
四
億
円
を
投
じ
、
八
〇
〇
〇
�

�
の
敷
地
に
平
屋
建
六
三
五
〇
�
�
を
新

設
。６
月
初
旬
に
着
工
し
年
内
完
成
を
目
指

す
。現
在
、板
金
は
本
社
工
場
で
、塗
装
は
川

尻
町
で
行
っ
て
い
る
が
、集
約
化
で
コ
ス
ト

削
減
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。配
電
盤
な

ど
の
組
立
て
は
従
来
通
り
本
社
工
場
で
行

う
。０
６
年
１２
月
期
は
売
上
げ
一
一
億
六
〇

〇
〇
万
円
、今
期
は
三・四
％
ア
ッ
プ
の
一
二

億
円
を
見
込
む
。

整
形
外
科
を
訪

れ
る
患
者
さ
ん
の

大
半
は
腰
痛
と
膝

痛
の
患
者
さ
ん
で

す
。
と
り
わ
け
腰

痛
は
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
齢
層

も
幅
広
く
、原
因
と
な
る
疾
患
も
数
多
い
。

一
般
的
に
腰
痛
は
肥
満
気
味
の
方
に
多
く
、

こ
れ
は
膝
も
同
様
で
す
。

腰
痛
に
も
色
々
あ
り
、
動
作
時
（
前
屈

時
）
に
痛
み
が
あ
っ
た
り
、
下
肢
の
痛
み

や
し
び
れ
感
を
伴
う
も
の
は
腰
椎
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
が
多
い
。
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
は

二
〇
代
か
ら
中
年
に
か
け
て
多
く
み
ら
れ

ま
す
が
、
お
年
寄
り
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
多
く
な
る
の
が
脊
柱
管
狭

窄
症
で
、
こ
の
症
状
の
特
徴
は
歩
い
て
い

る
と
腰
痛
、
下
肢
痛
、
時
に
は
し
び
れ
感

が
強
く
な
り
長
道
が
歩
け
な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
背
骨
の
中
を
頚
か
ら
腰
に
か
け
て

通
っ
て
い
る
脊
柱
管
と
い
う
神
経
の
入
っ

て
い
る
管
が
、
年
と
と
も
に
厚
く
な
り
内

部
の
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発

症
す
る
も
の
で
、
予
防
が
難
し
い
病
気
の

一
つ
で
す
。

お
年
寄
り
の
腰
痛
や
下
肢
痛
は
坐
骨
神

経
痛
と
し
て
、
治
療
の
方
法
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
腰
椎
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の

こ
と
も
多
く
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
診
断
も
容
易

で
治
療
も
可
能
で
す
。

一
方
、
お
年
寄
り
に
最
近
多
い
の
が
脊

椎
圧
迫
骨
折
で
、
尻
も
ち
を
つ
い
た
り
し

た
時
に
発
症
し
腰
痛
の
た
め
体
動
が
難
し

い
場
合
が
多
い
。
脊
椎
圧
迫
骨
折
は
骨
粗

鬆
症
の
お
年
寄
り
に
多
く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
は
お
年
寄
り
の
原
因
不
明
の
腰
痛
の
診

断
に
有
用
で
す
。
注
意
す
べ
き
は
安
静
時

あ
る
い
は
夜
間
寝
て
い
る
時
の
腰
痛
で
す
。

こ
の
よ
う
な
腰
痛
は
内
臓
か
ら
く
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
癌
の
脊
椎
へ
の
転
移
の

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
早
い

専
門
医
の
受
診
が
必
要
で
す
。

背
骨
の
病
気
は
ほ
と
ん
ど
が
対
症
療
法

で
治
癒
あ
る
い
は
軽
減
し
ま
す
が
、
症
状

が
激
し
い
場
合
や
長
び
く
場
合
に
は
手
術

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
顕
微
鏡
下
の
手
術

は
、
傷
口
も
小
さ
く
最
も
安
全
と
さ
れ
、

当
院
で
の
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
の
切
開
は
二
・

五
㌢
弱
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
入
院
期
間
も
一

〇
日
前
後
で
す
。
脊
柱
管
狭
窄
症
の
手
術

も
狭
窄
部
の
最
小
範
囲
除
圧
手
術
と
し
て

い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
若
い
時
に
適
当
な

運
動
を
し
て
腹
筋
や
背
筋
を
鍛
え
て
お
き
、

そ
の
後
も
適
切
な
体
重
を
維
持
し
、
無
理

を
し
な
い
こ
と
が
腰
痛
を
来
す
病
気
に
か

か
ら
な
い
コ
ツ
と
い
え
ま
す
。

腰
痛
に
ご
注
意

平
松
整
形
外
科
病
院

（
広
島
市
医
師
会
会
長
）

平
松

恵
一

大
き
な�
ま
ご
こ
ろ
�を
育
て
ま
し
ょ
う

（8）
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